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Step1  歯周外科に用いる多様な器具の種類およ
び選択方法，手術環境の整備，実際の処置現場で
の注意点がわかります．

Step2  歯周外科の基本手技と概念をビジュアル
に解説．どんなときにどの術式を選択するのか，そ
して写真と動画で，切開・剝離・縫合という歯周外
科の基本手技の勘所をマスター！

Step3  歯周外科治療の実際の術式（切除療法・
組織付着療法・再生療法・歯周形成外科手術）につ
いて動画とともに実症例で示します．
さらなるイメージアップと術式の理解に役立ちます！

安東俊夫　著

動画で体感！
ステップアップ
歯周外科
診断・手順・テクニック

◆歯周外科の成功の鍵は，基本的な器具操作や術式を大切にし，それ
をマスターし，いかに着実に行えるかにあります．
◆本書では歯周外科に着手する前処置から手技の実際までを写真と動
画でビジュアルに解説しました．確実にノウハウを学ぶことができます． 
◆月刊『歯界展望』での好評連載「一歩進んだ診療のための歯周外科
STEP UPセミナー 」の内容に加筆，修正し再編成，内容がさらにわか
りやすくなりました． 
◆これから歯周外科処置に取り組もうと考えている先生はもちろんの
こと，すでに経験を積まれている先生にとっても，知識の整理・再確認，
確実なスキルアップに，また院内教育に最適な一冊です．

C O N T E N T S

Step1　器具の選択と手術環境の整備
Step2　歯周外科の基本手技と基本概念
Step3　歯周外科の実際 
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■定価：（本体8,000円＋税） 
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歯周外科に着手する前処置から手技の実際までを
写真と動画でビジュアルに解説！ 
  手技と術式を体感できるDVDビデオ付き！
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　まずはスタンダードな方法で実際に処置を行ってみて，それに慣れ親しむうちに，そ

の術式のなかで自分に合った器具の選択や，使用法を確立していくのが一番であると考

えています．そこでまず最初に，外科器具の選択や使用方法の観点から，歯周外科治療

を眺めてみたいと思います．

歯周外科に必要な器具

　歯周外科の基本プロセスは，①粘膜の切開，②歯肉弁の剝離，翻転，③病的組織の郭

清，根面の清掃，④縫合です．

　歯周外科に必要な基本セットとして，当院では図 6のような器具を準備しています．

　歯周外科処置の目的や，処置の複雑さ，繊細さや，難易度によって使用器具もさまざ

まなものが必要となってきます．そのため，基本セットのほかに，骨補填用（図 7），再

生療法用（図 8），切除用（図 9），歯周形成外科手術用（図 10），インプラント用，サイ

ナスリフト用など，処置目的別に器具のセットを作り，あらかじめ準備しておきます．

もちろんオーバーラップする器具もありますが，セット組しておくことで，スムーズに

手術を行うことができます．

図 6　当院の歯周外科基本セット

❶：ポケットプローブ
❷：替刃メスハンドル

❸：麻酔用シリンジ
❹：剝離子
❺：臼歯部用スケーラー
❻：前歯部用スケーラー

❼：シックル型スケーラー
❽：骨ヤスリ
❾：ピンセット
10：持針器

11：剪刀（ハサミ）
12：リトラクター
13：外科用吸引管

図 6　当院の歯周外科基本セット ❸：麻酔用シリンジ ❼：シックル型スケーラー 11：剪刀（ハサミ）
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1章  自分にあった器具を見つけよう
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　歯周外科器具は，皆，形状が似ています．よく注意して器具の先端を見ないと，判別の

つかないものもあります．そのため，カラーコードでマーキングをして器具を分別し，す

みやかに選択できるようにしておくと，手術時間の短縮，効率化がはかれます（図6～10）．

歯周外科器具の選択

　歯周外科器具は，さまざまなメーカーから同じ使用目的のものが販売されており，デ

ザインや形状など，多くのバリエーションがあります．そのため，メーカーによって微

妙に使い勝手が違うことも珍しくはありません．

　人の手は一人ひとり皆違い，感触の好みもいろいろです．手の大小，指の長短，手先

の器用さ，術者の技量，行う手術の目的，部位，難易度などに応じて，自分にとって「使

いやすい器具」を探しだすことも，上達への有効な道筋です（図 11，12）．

　学会や講演会，デンタルショーなどでの企業展示に足を運び，目的とする器具を実際

に手に取って操作してみることをお勧めします．

図 7　骨補填セット 図 8　再生療法セット

図 9　切除セット 図 10　歯周形成外科手術セット
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切開の基本/望ましい切開とは

　鋭利できれいな切開線，切断面は，のちに続く手術操作をスムーズに行うための大切

な出発点です．まずメスを入れる前に，切開の三次元的なイメージをもつことが大切で

す．そして，口腔内という狭小な環境の中でもスムーズで操作しやすい器具をあらかじ

め選択して準備することで，効率のよい切開が可能となります．

　また，解剖学的にどの部分を現在，切開しているのかを把握しておくことも大切なこ

とです．

　一般的に，口腔粘膜の組織構成は，表層から口腔上皮（重層扁平上皮），粘膜固有層

（結合組織），そして血管，神経，脂肪，腺様組織に富む粘膜下層，骨膜，骨よりなりま

す．歯肉には粘膜下層はなく，固有層は粘膜性骨膜という硬くて非弾性な付着により骨

膜に直結しています（図 1，2）．

1章  切　　開
外科の原点……すべての歯周外科はここから始まる

Step 2

Sample Case A

　ある患者さんの術前の口腔内写真，デンタルX線写真を示します．

　皆さんがここで歯周外科処置を行うとすれば，どのようなメスを

使いますか？　切開線の方向や手術の手順，器具操作はイメージで

きますか？　 術者になった気持

ちで切開を行う姿を想像してみ

てください．

　歯周基本治療終了後の下顎前
歯の状態と X線写真

1章  切　開

43

切開の実際

　一度浅く概形線を入れ（ライニング），その後に概形線より深く骨膜まで達する切開を

入れる（ディープニング）方法が，歯周外科の基本の切開法として知られています（図

3）．メスの刃先でゆっくりと鋸を引くように骨面をなぞる操作が必要な場合もあります

（ソーイングモーション）（図 4）．筆者は，円筒形のメスハンドルとNo.　11,12,15,15c の替

刃メスの組み合わせをよく用います．

図 1，2　口腔粘膜と歯肉の解剖図
　歯肉には粘膜下層は存在しない．歯肉の粘膜固有層の中には歯周靭帯が走行している（Nanci, A．編著，川崎堅三監訳：Ten Cate 口腔
組織学・原著第 6版．医歯薬出版，2006．より）
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図3‒1　ライニングの実際．上皮に軽くメス
を入れる．絵画でいう下書きに似ている

図 3‒2　ライニング後は少し出血が見られ
る．この出血で切開線を確認する

図 3‒3　ディープニングによって再度メス
を深く入れ，切開を確実なものにする

　起始点と終点では，メスを
立てるように操作する

図 4　メスの操作

　歯肉部分の切開の場合など
は，鋸を引くようにメスを進め
て靭帯や骨膜を確実に切って
いく（ソーイングモーション）

動画
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Step3　歯間乳頭の剝離・掻爬

Case3　補綴処置を前提とした歯への再生療法（つづき）

図14‒11　歯間乳頭の歯肉弁を保存して慎重
に剝離を始める
図14‒12　 4 3 間の歯間乳頭．唇側から舌側
に向かって剝離を進める
図14‒13　マイクロピンセットで慎重に弁を
把持して剝離を行う

図14‒14　 3 2 間の歯間乳頭．舌側から唇側
に向かって剝離を進める
図 14‒15　キュレット，エアスケーラーで歯
頚部不良肉芽の除去，軟組織の掻爬を行う

Step4　郭　清

図 14‒16～18　全層弁にて剝離・展開．病的
組織の郭清，根面の清掃の様子．キュレッ
ト，スケーラー，エアスケーラー，サージカ
ルバーなどを用いる

図 14‒21　歯間乳頭を保存するための切開線
❶　Papilla preservation technique
❷　Simplified papilla preservation technique
❸　Modified papilla preservation technique❶ ❷ ❸

舌側

図14‒19　骨面と歯頚部の移行部がきれいに
明示できるまで徹底的に行う
図14‒20　デブライドメントを終了した状態

2章  歯周組織再生療法
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Step5　EMDの塗布

図 14‒22　根面処理（塩酸テトラサイクリ
ン）

図 14‒23　EMDの塗布．出血を可及的にコ
ントロールした状態で行う

図 14‒24　欠損部に骨補填材を填入する

図14‒35　再生療法施術後1年6カ月経過時．
歯周環境の整備が整い，歯槽骨の状態も安定
してきている

Step6　縫　合

図 14‒25　歯間乳頭
部は垂直マットレス
縫合にて緊密に縫合
する．舌側より針を
通す

図 14‒26　唇側粘膜
骨膜弁に針を出した
状態

図 14‒27　唇側粘膜
骨膜弁から針を舌側
に再度戻す

図 14‒28　舌側粘膜
骨膜弁に骨膜側から
針を通してのち，結紮

図 14‒29　単純縫合なども追加して，緊密に縫
合する

図 14‒33，34　補綴終了時のデンタルX線写真

図 14‒30　術後 8カ月経過時．CT画
像（Axial 像）． 3 2 間，および 4 3 ，
5 4 デンタル間の骨欠損の再生が確
認できる
図 14‒31　同デンタルX線写真
図 14‒32　口腔内所見でも治療状態は
良好である

●術後経過
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   Step1  器具の選択と手術環境の整備
1 章 自分にあった器具を見つけよう
弘法は筆を選ばずというけれど……意外と大切な器具選択
歯周外科治療の位置づけ／歯周外科に必要な器具／歯周外科器具の選
択／高価な器具は寿命が長い？／処置に対するイマジネーション力を高
めよう！
2 章 切開・剝離時に用いる器具 
基本中の基本……各器具の操作法をマスターしよう
歯周外科の最初のプロセス/切開・剝離／替刃メスハンドルと替刃メス／
剝離子／ピンセット／その他の器具／切開・剝離のポイント
3 章 縫合時に用いる器具 
鮮やかな縫合のために……ひたすら練習に励むべし
縫合は治癒を導く重要なステップ／縫合針／縫合糸／持針器／剪刀（ハ
サミ）／縫合の目的はさまざま
4 章 手術環境の整備 
学んで実践……スタッフとともにトレーニング
清潔と不潔／手術場所の選択／手術ではアシスタントとの連携が大切／
手術の前準備／口腔内外の消毒と術野のドレーピング／手指消毒と第1
～3 アシスタントの役割分担／術後の処理

   Step2  歯周外科の基本手技と基本概念
1 章 切　開 
外科の原点……すべての歯周外科はここから始まる
切開の基本/よい切開とは／切開の実際／切開の種類／切開線のデザイン
2 章 剝離と縫合
それぞれのステップを確実に行う……良好な治癒を導くために
剝離／全層弁剝離／部分層弁剝離／病的組織の郭清・歯根面の清掃／縫
合／縫合の種類と方法／結紮法
3 章 歯周外科を効果的に行うには 
成功の鍵を握るのは……適応の見極めと治療オプションの選択
歯周病治療における歯周外科の位置づけ／歯周外科の目的／歯周外科の
種類／歯周外科処置を行うタイミング/術前の歯周基本治療が大切／歯
周外科の適応基準／歯周外科処置のオプション

   Step3  歯周外科の実際
1 章 切除療法と組織付着療法
動画で確認……歯周外科の基本術式
術式の選択は？／切除療法／組織付着療法／２つの外科処置の比較

2 章  歯周組織再生療法 
チャレンジしよう……再生療法
骨移植／再生と修復／GTR 法／EMD を応用した方法／EMD を応用した
方法の術式
3 章  歯周形成外科手術/結合組織の採取
大胆かつ繊細に……動脈性の出血に注意
歯肉̶歯槽粘膜療法から歯周形成外科手術へ／歯周形成外科手術の種
類／なぜ結合組織なのか？／採取部位の選択／結合組織片採取の実際／
供給側の治癒
4 章  歯周形成外科手術/歯肉退縮への対応 
こんなはずでは……事前の説明が重要
天然歯・補綴予定歯に対する歯周形成外科手術／審美的な問題点として
の歯肉退縮／有茎弁移植法／遊離結合組織移植法
5 章  歯周形成外科手術/欠損部歯槽堤への対応 
歯槽堤増大術……望ましい自然感を得るために
欠損部歯槽堤の吸収／ブリッジの前処置としての歯槽堤増大術
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19　遊離結合組織移植法/根面被覆術
20　遊離結合組織移植法/付着歯肉増大術
21　ロール法（部分層弁法）による歯槽堤増大術
22　インターポジション型グラフトによる歯槽堤増大術
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